














胎児一胎盤系で生成されるステロイドホルモンが estrio1 にみられる如く胎児の状態を反

映していることから,母体血中ステロイドホルモン測定による胎児発育判定(診断)法を試

みた｡従来より尿中 estrio1,pregnanediol 値がある程度胎児発育の指標となり得ることが

認められているが,これらによる SFD の診断には限度があることが判明してきた。また,胎

児一胎盤系で産生されるホルモンは estrogen,progesterone 以外多種あるため,我々は多

数のステロイドホルモンの測定法を確立し,それぞれのホルモン値と SFD 妊娠の関連を検

討して来た。その結果 ,estradiol,estriol 等の estrogen 値 ,progesterone,16 α

OH-progesterone等の胎児胎盤系の主生成ステロイド値はいずれもSFDで低値傾向を認め,

更に胎児性ステロイドである遊離型 16αOH-DHA が高値傾向であることが判明した。しかし

集団としてみた場合,SFD 妊娠と正常妊娠との間に有意差があっても,単一ステロイド値に

よる明確な SFD の診断は困難であることが判った。そこで今回は多数ステロイドの同時測

定値よりコンピューターを用いた SFD の判定法を試みた。 


